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第第第第１１１１章章章章    問題問題問題問題とととと目的目的目的目的    

多くの研究者が、自己愛的で自己中心的な人間が若者を中心に増えていることを指摘し

ており、自己愛が現代人の心理と行動の特徴を理解する上で有益かつ、不可欠な概念だと

認識を示している（小此木,1992、小渕、2003）。 

自己愛とは、「自己を愛の対象にすること」である。自己愛は青年期に高まるといわれ、

また、青年期は、アイデンティティの獲得という課題達成につまずくとその後のライフサ

イクル各期における健康問題へと発展しやすい時期であるといわれている。青年期の自己

愛に関する研究は様々あるが、最近では、Gabbard（1994）のいう、自己愛の２つのサブタ

イプ（敏感性自己愛と誇大性自己愛）を考慮した研究がある。しかし、被験者の群分方法

は様々であり、今一度検討する必要があると思われる。そこで、本研究では、自己愛の２

つのサブタイプを踏まえ、大学生における自己愛の特徴が精神的健康にどのように影響し

ているのかについて検討し、更に、青年期における重要な発達課題である対人関係（人間

関係）に焦点をおき、対人関係に関係する諸要因である、共感性と対人ストレスを交えて、

自己愛と精神的健康との関係を検討する。 

    

第第第第 2222 章章章章    方法方法方法方法    

2010 年４月から 2010 年 7 月にかけて、首都圏にある大学に通う大学生（18 歳～23 歳）

201 名（男性 36 名、女性 165 名、平均年齢 19.71 歳；SD＝1.062）を対象に調査を実施し

た。なお、調査は質問紙形式であり、授業時間の前後に著者が直接手渡しによる配布を行

い、後日回収した。 

質問紙は、フェイスシートと以下の４つの尺度から構成した。①自己愛的人格項目群（相

沢,2002）：自己愛傾向に関する尺度で 48 項目 5 件法。②共感経験尺度改訂版（角田,1994）：

過去の経験にもとづいて個人の共感性のタイプを評価するための尺度で 20 項目 7 件法。③

対人ストレスイベント尺度（橋本,1997）：ストレスの中でも対人関係に起因するストレス

を測定する尺度で 30 項目 4 件法。④The General Health Questionnaire28 （GHQ28：中川・

大坊,1996；1985）：D.P.Goldberg（1979）によって開発された The General Health 

Questionnaire（精神健康調査票）の邦訳版を短縮した尺度で 28 項目 4 件法。 

 

第第第第 3333 章章章章    結果結果結果結果とととと考察考察考察考察    

本研究では、まず、敏感性自己愛と精神的健康（GHQ得点）との間に、弱い正の相関がみ

られた（r.=.143,p<.01）が、誇大性自己愛と精神的健康（GHQ得点）との間には相関が見

られなかった（r.=.143,p<.05）。また、自己愛のサブタイプと精神的健康（GHQ得点）との

散布図（図2、図3）を視認すると、どちらの散布図も直線的関数になっていた。そのため、

以後の分析においては、自己愛の群分けは、自己愛の中間型を含めない分け方で検討を進

めていくこととした。 

次に、敏感性自己愛に関しては、共感性（r=.238,p<.01）、対人ストレスイベント

（r=.495,p<.01）、GHQ 得点（r=.385,p<.01）、ぞれぞれに相関がみられた。また、分散

分析では、敏感性自己愛の高群と低群において、共感性（F（1,197）＝10.773,p<.01）、対

人ストレスイベント（F（１,197）＝10.528,p<.01）、GHQ 得点（F（１,197）＝19.122,p<.01）

それぞれにおいて差がみられた。このことから、対象の大学生において、①敏感性自己愛



3 

 

の傾向が高い大学生の方が低い大学生よりも、共感性が高いこと、②敏感性自己愛の傾向

が高い大学生の方が低い大学生よりも、日々の生活の中で対人関係においてストレスとな

るような出来事（イベント）を多く体験していると感じていること、③敏感性自己愛の傾

向が高い大学生の方が低い大学生よりも、精神的健康が保てていないと感じていることが

分かった。 

一方、誇大性自己愛に関しては、共感性にのみ相関がみられ（r=.214,p<.01）、分散分

析では、誇大性自己愛の高群と低群において各尺度に差が見られなかった。現代の青年の

対人関係をよく保つために必要なスキルである共感性は誇大性自己愛の特徴をもつ者であ

っても、必要であることが考えられた。しかし、それは、自分と他者との共通点があった

際には共感的に振舞うが、その行動は稀であると推察された。また、誇大性自己愛傾向者

のいう共感性は、他者反応を遮断した結果、自分と他者の反応が同じだと感じ、それを自

分は共感性があると感じているのだろうと推察された。 

最後に、共感性や対人ストレスイベントは自己愛と精神的健康との関係での修飾変数で

はないことが分かった。しかし、上述した内容から、敏感性自己愛の程度が高い人程、共感性

の程度が高まり、それにより対人ストレスイベントの経験量が高まり、最終的に精神的健

康度が低くなるという一連の流れが推察された。さらに、敏感性自己愛や精神的健康と共

感性や対人ストレスイベントが相関を示していることを踏まえると、共感性や対人ストレスイベントが

媒介変数である可能性も考えられる。今後、媒介変数を含めた他の視点から検討していくことが望

まれる。また、本研究では、被験者の男女比に大きな差が見られるので、その点に関しても再検討

が望まれる。 
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